
地球の未来に思いを馳せる秋に 
校長 青木 俊一 

 
朝晩の涼しさに秋の訪れを実感する季節となりましたが、今年の秋の始まりは、どこか不思議な自然の移

り変わりを感じさせます。例年通りのこの時期に咲いたヒガンバナに季節のめぐりを感じる一方で、いつもより

少し早く漂ってきたキンモクセイの甘い香りに驚かされます。また、ふと足元を見れば、すでに銀杏の実が落ち

ています。こうした身近な植物たちの「いつもと違うサイン」は、今、地球規模で進んでいる大きな気候変動を、

私たちに伝えてくれているかのようです。 

現在、学校では一人一台のタブレット端末を活用し、子どもたちが主体的に調べる探究的な学習が進んで

います。デジタル技術は子どもたちの可能性を広げる素晴らしい道具ですが、学習の土台として正しく区別し

て見守る必要があります。 

画面の向こうの動画や仮想空間にばかり心がとらわれてしまうと、目の前にある本物の自然の変化や、近

年多発する天変地異といった地球からの警鐘を見逃すのではないか。どこか他人事のように鈍感になってし

まうのではないかという懸念もあります。時には意識して画面を閉じ、リアルな世界に五感を研ぎ澄ます「デジ

タルデトックス」の時間が大切です。 

この秋、ご家庭で小さな工夫から始めてみてはいかがでしょう。「時間を決めて所定の場所に端末を置く」

「寝る一時間前からは画面を見ない」といったルールを作ります。雨の上がった秋の夜長には、窓を開けて虫

の声に耳を澄ませたり、親子で並んで読書をしたりする時間を設けることで、子どもたちの豊かな感性が育ま

れます。家庭でのルール作りや端末の使い方は「橋戸小タブレットルール」を参考にしていただき、もし疑問が

あれば遠慮なく学校へご相談ください。 

子どもたちには、身近な自然の美しさに感動すると同時に、変化への違和感や危機感がもてる存在になっ

てほしいと願っています。私たちが暮らす地球環境を守るために、今何ができるのか。この心地よい秋の気配

のなかで、まずはご家庭で「画面のない時間」を味わいながら、家族みんなで地球の未来について言葉を交

わすきっかけにしていただければ幸いです。 
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学校徴収金について 

＜徴収金の引き落とし＞ 引き落とし日：１０月●日(月)  前日までに残高の確認をお願いいたします。 

 1年 2年 3年 4年 5年 6年 

教材費 ●円 ●円 ●円 ●円 ●円 ●円 

手数料 ●円 ●円 ●円 ●円 ●円 ●円 

合計 ●円 ●円 ●円 ●円 ●円 ●円 

 
読書旬間 

秋の読書旬間が始まります。本に親しみ、読書の習慣が身に付くとうれしいです。 

期間：10月●日（●）～10月●日（●） 

以下のような活動を予定しています。 

〇読書の記録カード、親子読書  〇先生たちによるブックバイキング  〇図書管理員さんによるブックトーク 

〇朝読書、図書ボラさんの読み聞かせ 

10日間ですが、たくさんの本と出会い、読書の楽しさを味わってほしいと思います。 


